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研究成果の概要（和文）：　本研究では、原爆投下日である8月6日の広島平和記念公園という象徴的な時間と空
間に着目し、ビジュアル・エスノグラフィの手法を用いてその包括的な記録と分析を行った。本研究から明らか
になったことは、8月6日の平和記念公園では、広島における原爆被災とその後の復興の過程が、きわめて多様な
やり方で受け止められているということである。原爆という一つの出来事を受け止めるにも、お互いに鋭く対立
しあうような複数の立場性がある。それらが一つの時空間のなかで「共存」しているありさまを、映像データを
駆使して明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research project made visual records of and gave analyses on Hiroshima 
Peace Memorial Park on August 6, 2015, the 70th anniversary of atomic bombing. The project found 
that people in the park gave various interpretations to the suffering and reconstruction of 
Hiroshima, and took diverse actions. It shows that they shared time and space to commemorate the day
 of atomic bombing, though the reasons why they commemorated differed and even appeared ambivalent.

研究分野：社会学
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１．研究開始当初の背景	
 
	
 東日本大震災以降、災害に関する社会学的
研究はこれまで以上に精力的に行われ、被害
と復興のメカニズム、人々の心理とその回復、
被災コミュニティにおける追悼・慰霊や祈念
のあり方などがさまざまに検討されてきた。
これらは、災害の被害とともに、それに対す
る人々の回復力（resilience）を描き出そう
としてきた。	
 
	
 しかし、これまでわれわれ（研究代表者の
松尾浩一郎、研究分担者の根本雅也および小
倉康嗣）は、広島における原爆被災と地域社
会との関わりについて現地調査を重ねてき
た中で、この未曾有の戦災が人と社会を破壊
した一方で、その地域独自の文化の創出につ
ながったと考えるようになった。特に原爆投
下日における平和記念公園では、多くの人々
が過去の破壊に思いをはせ、犠牲者の死を悼
み慰霊に取り組む一方で、その戦災の意味を
考え、未来の平和に向けて行動するなどして
いる。このことは、災害と地域社会の関係を
理解する上で、被害と回復という軸を超えた
新たな視点と方法による研究の必要性を示
唆するものと考えられた。	
 
	
 
２．研究の目的	
 
	
 本研究では、原爆投下日である 8月 6 日の
広島平和記念公園という一つの象徴的な時
間と空間に着目し、ビジュアル・エスノグラ
フィの手法を用いてその包括的な記録と分
析を行うことを目的とした。	
 
	
 戦争や災害は都市や地域社会を破壊し
人々に死をもたらす。しかしその他方では、
新たな文化を生み出す契機ともなり得る。本
研究は、災害からの復興を、被害の残存と回
復の過程というよりも、被害や回復とともに
新たな価値と実践が創出され展開される包
括的な過程と捉える。それらの過程は、社会
空間のなかにさまざまな形で複雑に表出す
る。本研究は、こうした社会空間のありさま
を捉え、分析するものである。	
 
	
 調査事例として取り上げたのは、原爆によ
る破壊から 70 周年を迎える広島の平和記念
公園である。そこに集まる人々によって原爆
の惨禍がどのように表象され、何が実践され
ているのかを、ビジュアル・エスノグラフィ
の手法を用いて微視的に調査し分析するこ
とを試みた。それを通じて、復興の社会空間
において地域内外の人々がそれぞれに災害
を生きなおしている（継承している）ことを
明らかにし、災害と地域社会の関わりについ
て再考することを目指した。	
 
	
 
３．研究の方法	
 
	
 研究対象は 8月 6日の広島平和記念公園と
いう社会空間であり、そこで繰り広げられる
様々な人々による様々な行為の展開を記録
し、その分析を行った。	
 
	
 無数の人が蝟集する混沌のようにも見え
る社会空間を捉えるための方法として採用

したのは、ビデオ撮影を中心とするビジュア
ル調査である。ビデオ撮影という手法であれ
ば、人々の動きと音を空間ごと切り取ること
が可能だからである。	
 
	
 また、本調査は集合観察法という手法を採
用した。12 ヘクタールの広さがある平和記念
公園であちらこちらにいる様々な人々の
様々な行為を映像に収めるためには複数の
調査員が不可欠であった。たとえば、原爆投
下時刻である 8 時 15 分にどのような人がど
こで何をしているのかを捉えるには、同時刻
に異なる場所に調査員を配置する必要があ
る。本調査は研究協力者も含めた 12 名の撮
影チームを組み、各人がビデオカメラを持っ
て撮影にあたった。公園をあらかじめいくつ
かのエリアに分割し、調査員を配置した。	
 
	
 撮影の技法については細部にわたって一
定の標準化を行ったが、その上で、各調査員
にはある程度の自由を許容している。そのた
め、得られた映像は、8 月 6 日の平和記念公
園の客観的な情景であるとともに、個々の撮
影者が感じた「ヒロシマ」のリアリティでも
ある。	
 
	
 初年度の平成 27 年度は、主としてフィー
ルド調査によるデータ収集とその整理を行
った。81 時間のビデオ映像と 7時間のインタ
ビュー音声が得られた。映像データは約
2,500 の断片に分割した上でコーディングを
行った。インタビューデータからはトランス
クリプトを作成した。	
 
	
 2 年目の平成 28 年度には、主にデータ分析
と成果の取りまとめ、発表を行った。映像デ
ータはさまざまな視角から編集し、複数の映
像作品の制作を進めた。また、社会学研究に
おいて映像データを利用することについて
の方法論的な研究や、インタビューを通して
得られたデータにもとづく考察、8 月 6 日の
平和記念公園という場をとりまくさまざま
な背景についての検討なども行った。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 得られた映像データをもとにして、さまざ
まな映像作品が制作された。	
 
	
 主に英語圏での発表を念頭においた長編
ドキュメンタリー映画「Above	
 the	
 Ground」、
広島平和記念公園という社会空間を写し取
りそれを再現／再構築した体験型のビデ
オ・インスタレーション「レプリカ交響曲《広
島平和記念公園 8 月 6 日》2015」、その他い
くつものショートフィルムなどである。これ
らの映像作品は本研究の成果として、学会大
会、国際会議、報告書、ウェブサイトなどに
おいて発表された。	
 
	
 映像作品の制作だけでなく、多角的な視点
からの分析や考察もなされた。その成果は報
告書（松尾編 2017）にまとめられている。そ
れらは大別すると、方法論的考察、ビジュア
ル社会学的分析、8 月 6 日平和記念公園のモ
ノグラフ的研究の 3 つから構成されている。
こうして展開された議論は多岐にわたって



いる。それぞれの表題を以下に列挙する。	
 
（1）研究プロジェクト全体の枠組みや調査
方法論に関する考察については以下の 4本が
ある。①「広島研究・原爆研究における本研
究の位置」（根本雅也）、②「8 月 6 日広島平
和記念公園におけるビジュアル調査の試み」
（根本）、③「集合的観察による映像データ
の収集」（松尾浩一郎）、④「現場の流れに身
とカメラを沿わせる：8 月 6 日の平和記念公
園を見る／撮る」（岩舘豊）。	
 
（2）映像作品の制作やその表現、映像デー
タのメタレベル分析などに関してのビジュ
アル社会学的な議論については以下の 4本が
ある。①「社会調査から観察映画へ：映画
Above	
 the	
 Ground 制作記」（松尾）、②「Above	
 
the	
 Ground：意味の模索」（鈴木雅人）、③「広
島ビジュアルエスノグラフィー研究会とア
ートベース・リサーチ：レプリカ交響曲《広
島平和記念公園 8 月 6 日》の制作を通じて」
（土屋大輔）、④「撮影映像の〈意識〉と〈無
意識〉：広島平和記念公園の群衆を撮影した
カメラマンたちの身体・テクノロジー・再帰
的関係イメージ」（後藤一樹）。	
 
（3）8 月 6 日の広島平和記念公園という場に
関するモノグラフ的研究については以下の 4
本がある。①「8月6日の元安橋」（福山啓子）、
②「広島３年目会社員 Aさんの 2015 年 8 月 6
日夜元安橋の時空間：広島をめぐる「ローカ
ル化」と Aさんの「個人の生き方」」（加藤旭
人）、③「ヒロシマ 8 月 6 日のビジュアル・
エスノグラフィ：相互行為としての祈り」（後
藤一樹）、④「深夜の慰霊碑前に祈る人びと：
8 月 6 日深夜の慰霊碑前インタビュー調査か
ら」（小倉康嗣）。	
 
	
 なお、上述した諸研究をもとにして単行本
を作成し出版する予定となっている。	
 
	
 本研究から明らかになったことは、8 月 6
日の平和記念公園では、広島における原爆被
災とその後の復興の過程が、きわめて多様な
やり方で受け止められているということで
ある。原爆という一つの出来事を受け止める
にも、お互いに鋭く対立しあうような複数の
立場性がある。それらが一つの時空間のなか
で「共存」しているありさまを、複眼的かつ
包括的に捉え、ビジュアル・エスノグラフィ
としてまとめることができた。	
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